
 

認知行動における無意識的過程の研究 

 

研究代表者 渡邊 克巳  

（基幹理工学部 表現工学科 教授） 

 

 

１． 研究課題 
 人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的な情報が、顕在的行

動に与える影響の科学的解明と活用を目指した実験・調査研究を行う。認知科学では従来、

自覚的な言語報告や身体動作の測定に重きが置かれてきたが、我々のこれまでの研究により、

むしろ自覚的でない情報が人間の行動や意思決定に決定的な影響を持つことが分かってきた。 

そこで本研究では、過去 10 年以上にわたり、渡邊研究室で用いられてきた研究手法（身体動

作、認知行動や自律神経応答の計測）を継承し、人間が五感情報を知覚・認知する際の注意

過程、意思決定プロセス、行動への変換過程などを、潜在・顕在過程の両面から解明するこ

とを目的とする。特に、人間の無自覚的あるいは潜在的な反応が人間の自然な認知・行動に

及ぼす影響を焦点に当て研究を行う。 

 

２． 主な研究成果 
当研究室での研究・研究成果は多岐にわたるが、今年度の主だった研究として、1）社会認

知に関する研究、2）感情コミュニケーションに関する研究の 2 つがある。 

1） 社会認知に関する研究：人間の自己概念や信念形成が、文化的な文脈や対人的要因と

どのように関わるかを多角的に検討した。特に、食物刺激に対する自己優先効果について、

日本人とイタリア人を対象とした比較実験を行い、自己は自文化・異文化いずれの食物とも

連合可能でありつつも、自文化に特有の食物に対してより強い自己優先効果が生じることを

示した。この結果は、自己概念が柔軟でありつつも、文化的に親和性の高い対象により強く

結びつくことを示唆するものである (Dalmaso et al., 2026) 。また、日本の子どもを対象

とした宗教的信念の研究では、子どもの宗教的信念が、本人の共感的関心と親の宗教的信念

の双方によって独立に予測されることを示し、宗教的信念の形成において社会的認知能力と

家族内での縦断的伝達が重要であることを明らかにした (Ishii et al., 2025) 。これらの

研究は、自己や信念の形成が個人内の認知特性だけでなく、文化的・家庭的環境と密接に関

連していることを示している。 

2） 感情コミュニケーションに関する研究：人間が動物とどのように情動的・認知的に関

わるかを検討した。犬の認知機能不全症候群（CDS）に関連する老齢行動に対する飼い主の感

情反応を調べた研究では、若い犬の飼い主が将来の介護状況を予期した際のネガティブ感情

が、実際に高齢犬を介護している飼い主や介護経験者の報告よりも強いことが示され、将来

の苦痛を過大評価する感情予測バイアスの存在が示唆された (Liu et al., 2025) 。また、

日本人観察者が犬の顔や目元の静止画像から犬の感情をどの程度読み取れるかを検討した研



究では、全顔条件・目元条件のいずれにおいてもチャンスレベルを上回る正答が得られ、特

に全顔条件で成績が高かった一方、犬の飼育経験や人の目から感情を読む能力は全体成績を

強く予測しないことが示された (Murata et al., 2025) 。これらの成果は、感情コミュニケ

ーション方略の選択や動物理解が、年齢、経験、予期と実体験の差といった要因により規定

されることを示している。 

そのほかにも複数の人間の認知行動過程における研究と外部発表を行っている（4.研究業

績参照）。 
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５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクトでは、人間や情報システムの表層にありながら必ずしも意識されない潜在的

な情報が、顕在的行動に与える影響の科学的解明と活用を目指している。今年度行った、各

種の対面実験やオンライン研究の成果、設置した実験機材などを活用して、さらなる研究の

実施を進め、国際的にインパクトのある研究成果を得るとともに、積極的にその発信（学術

論文等）を進めていく。 

 


